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この度，富山大学大学院医学薬学研究部(医学)免疫バイオ・創薬探索研究講座（寄附講座）で

は 12年間の活動を終えるにあたり，「炎症・アレルギーの理解と創薬展開を目指した免疫学」と

題しシンポジウムを開催いたします。 

弊講座は富山県や富山県内外企業 15社からご支援を賜り，平成 19年度に設置された寄附講座

です。特別講演として富山大学大学院医学薬学研究部（医学）教授 戸邉一之先生と東京大学医科

学研究所 教授 三宅健介先生をお招きし，ご講演いただきます。また，シンポジウム終了後には

交流会を開催いたします。 

つきましては, 本件にかかり取材・報道方よろしくお取り計らいお願い申し上げます。 

記 

シンポジウム 

日   時  ： 平成 30年 10月 22日(月) 13:30-18:15 

場   所  ： 富山県民会館 304号室 富山市新総曲輪 4-18 

演 題 名等 ： チラシ参照 

注 意 事 項： 発表スライドの撮影はご遠慮頂きます。 

 

交流会 

日   時  ： 平成 30年 10月 22日(月) 18:30-20:00 

場   所  ： 富山電気ビルレストラン県民会館店 レストラン清風 バンケットホール 

        富山県民会館 8F 富山市新総曲輪 4-18 

注 意 事 項： 会場内のビデオ撮影，カメラ撮影は，冒頭 15分間（乾杯のご挨拶まで） に 

限らせて頂きます。 

 

                       【お問合せ先】 

富山大学大学院医学薬学研究部 

免疫バイオ・創薬探索研究講座 

客員准教授 渡邉 康春 

ＴＥＬ：０７６－４３４－７６７３ 

ＦＡＸ：０７６－４３４－５００９ 

                       E-mail：yasuharu@med.u-toyama.ac.jp 

富山大学大学院医学薬学研究部(医学)免疫バイオ・創薬探索研究講座  
シンポジウム開催のお知らせ 



交流会

富山大学大学院医学薬学研究部（医学）
免疫バイオ・創薬探索研究講座シンポジウム

炎症・アレルギーの理解と
創薬展開を目指した免疫学

プログラム
開会のあいさつ　13：30～13：45
第一部 ｜ 生活習慣病における炎症の制御と創薬　13：45～15：45

肥満に伴う慢性炎症：脂肪組織炎症と視床下部炎症
 富山大学大学院医学薬学研究部（医学）免疫バイオ・創薬探索研究講座 客員准教授 渡邉　康春
自然免疫と生活習慣病・慢性炎症との接点
 富山県立大学工学部医薬品工学科 教授
 富山大学大学院医学薬学研究部（医学）免疫バイオ・創薬探索研究講座 客員教授 長井　良憲

マクロファージによるインスリン感受性の調節：前駆脂肪細胞のニッチとしてのマクロファージ
 富山大学大学院医学薬学研究部（医学）第一内科 教授 戸邉　一之

第二部 ｜ 炎症・アレルギーの制御と創薬の新基軸　16：00～18：10
アレルギー性炎症と2型自然リンパ球
 国立国際医療研究センター研究所 肝炎・免疫研究センター 免疫制御研究部 上級研究員 生谷　尚士
創薬研究に間断なし：免疫・炎症を調節する医薬品シーズの探索研究の12年間
 富山県薬事総合研究開発センター 所長
 富山大学大学院医学薬学研究部（医学）免疫バイオ・創薬探索研究講座 客員教授 髙津　聖志

核酸に対する自然免疫応答を制御する分子基盤
 東京大学医科学研究所 感染・免疫部門 感染遺伝学分野 教授 三宅　健介

閉会のあいさつ　18：10～18：15

時 間 ■ 18：30 ～ 20：00
場 所 ■ 富山県民会館８階 レストラン清風 バンケットホール
会 費 ■ 1,000円（当日受付にて申し受けます）

富山県民会館 304号室
月13：30～18：15

〒930‐0006 富山県富山市新総曲輪4‐18

月2018.10.22

yasuharu@med.u‐toyama.ac.jp 担当者|渡邉 康春

富山大学大学院医学薬学研究部（医学）免疫バイオ・創薬探索研究講座　〒930‐0194  富山市杉谷2630お申込み・
お問い合わせ先 076‐434‐7673 076‐434‐5009

コーヒーブレイク　15：45～16：00

特別講演

特別講演

シンポジウム
参加無料
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